
三
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
明
治
十
二
年
の
医
師
試
験
制
度
に
よ
っ
て
開
業

試
験
制
度
は
面
目
を
一
新
す
る
。
こ
の
制
度
に
よ
る
受
験
願
書
に
は

修
学
履
歴
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
三
年
以
上
の
修
業

の
実
績
を
明
記
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
治
十
五
年
の

通
達
が
出
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い

ス
》
Ｏ

江
戸
時
代
後
期
の
医
学
は
、
漢
方
医
学
、
古
方
医
は
よ
う
や
く
漢

蘭
折
衷
派
に
移
り
、
他
に
折
衷
派
（
考
証
学
派
）
が
あ
り
、
新
し
く

オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
主
と
し
た
洋
方
医
学
の
三
つ
の
派
が
あ
り
、
当
時

の
一
○
三
人
の
医
師
を
こ
の
三
派
に
分
け
て
、
年
齢
、
修
学
地
、
修

学
期
間
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
報
告
す
る
。

（
山
県
郡
医
師
会
史
編
纂
委
員
会
）

右
の
三
つ
の
問
題
点
は
、
今
日
ま
で
日
本
医
科
大
学
の
卒
業
生
の

心
を
痛
め
て
き
た
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
数
年
を
要
し
て
、
東
京
都
公
文
書
館
、
長
谷
川
泰

済
生
学
舎
を
源
流
と
す
る
日
本
医
科
大
学
の
校
史
に
と
っ
て
、
明

治
三
十
六
年
八
月
末
日
の
長
谷
川
泰
校
長
の
廃
校
宣
言
に
至
る
過
程

に
は
、
今
日
な
お
謎
と
さ
れ
る
点
が
多
々
あ
る
。

済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史

目
は
た
し
て
済
生
学
舎
は
、
入
沢
達
吉
の
説
の
よ
う
に
、
長
谷
川

泰
の
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
と
、
金
の
出
し
お
し
み
で
廃
校
宣
言
を

出
し
た
の
か
。

○
済
生
学
舎
と
今
日
の
日
本
医
科
大
学
は
、
本
当
に
関
係
あ
る
の

か
。
・

日
磯
部
捻
藏
は
本
当
に
日
本
医
科
大
学
の
学
祖
な
の
か
。

唐
沢
信
安
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の
生
家
の
あ
る
新
潟
県
長
岡
市
福
井
町
の
生
家
跡
の
農
家
に
保
存
さ

れ
て
い
た
数
為
の
書
簡
、
川
上
元
治
郎
の
遺
品
、
山
根
正
次
の
子
孫

の
家
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
講
演
原
稿
、
写
真
、
書
類
等
、
さ

ら
に
磯
部
検
藏
の
生
家
、
養
家
の
調
査
に
よ
り
そ
の
遺
品
、
手
紙
、

墓
石
等
新
た
な
史
実
を
発
見
し
、
解
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。

済
生
学
舎
の
創
立
者
、
長
谷
川
泰
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

に
越
後
国
古
志
郡
福
井
村
（
長
岡
藩
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。
明
治
九

年
四
月
九
日
、
長
崎
医
学
校
校
長
を
辞
し
た
泰
は
本
郷
元
町
一
丁
目

六
六
番
地
に
済
生
学
舎
な
る
私
塾
を
開
校
し
た
。

泰
は
身
辺
を
飾
ら
ず
、
歯
に
衣
を
き
せ
ず
に
、
ず
け
ず
け
物
を
い

う
豪
快
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
男
女
共

学
で
、
九
千
余
名
の
有
資
格
者
の
医
師
を
世
に
送
っ
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、
野
口
英
世
や
吉
岡
弥
生
等
多
く
の
学
者
や
有
能
な
士
を
養

成
し
て
い
る
。

明
治
二
十
三
年
に
な
る
と
、
森
鴎
外
、
賀
古
鶴
所
、
小
金
井
良

精
、
青
山
胤
道
等
が
会
談
し
て
、
済
生
学
舎
の
教
育
方
針
を
批
判
痛

罵
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
森
鴎
外
の
『
医
育
論
』
の
中
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

明
治
三
十
一
年
の
暮
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
「
医
師
法
案
事
件
」

と
い
う
も
の
が
起
っ
て
き
た
。
全
国
の
開
業
医
四
万
人
で
組
織
す
る

大
日
本
医
会
が
、
医
師
の
権
利
を
求
め
て
提
出
し
た
「
医
師
法
案
」

な
る
も
の
が
、
衆
議
院
を
通
過
し
た
が
、
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
は
一
部
の
東
大
赤
門
派
の
医
師
、
入
沢
達
吉
・
田
代
義
徳
を

中
心
と
す
る
「
医
師
会
法
案
反
対
同
盟
」
が
貴
族
院
へ
の
激
し
い
働

き
か
け
に
よ
り
、
否
決
の
憂
き
目
を
み
た
の
で
あ
る
。

時
あ
た
か
も
長
谷
川
泰
は
後
藤
新
平
の
後
を
受
け
て
、
時
の
衛
生

局
長
の
要
職
に
つ
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
大
日
本
医
会
の
幹
部
で

か
つ
政
府
の
委
員
で
あ
る
泰
は
、
激
し
い
東
大
派
閥
の
攻
撃
の
目
標

と
さ
れ
た
。

、
、
、
、

勢
い
に
乗
っ
た
東
大
赤
門
派
（
以
後
明
治
医
会
と
称
す
）
は
、
済

生
学
舎
の
行
っ
て
い
る
「
医
術
開
業
試
験
」
の
た
め
の
学
問
を
全
廃

さ
せ
、
医
術
開
業
試
験
そ
の
も
の
を
中
止
し
て
、
国
立
の
大
学
と
官

、
、
、
、
、
、
、

立
医
学
専
門
学
校
の
象
と
す
る
医
学
教
育
の
統
一
を
夢
象
て
い
た
。

す
な
わ
ち
私
立
の
医
学
校
の
す
べ
て
を
廃
止
し
て
官
立
の
医
学
校
の

ゑ
と
す
る
原
案
を
主
張
し
た
。

、
、
、

そ
の
思
想
は
医
師
の
差
別
論
が
根
本
思
想
に
あ
っ
て
、
医
師
と
は

東
大
や
官
立
医
学
校
を
卒
業
し
た
者
の
み
が
医
師
で
あ
っ
て
医
術
開
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残
念
な
こ
と
に
、
後
に
残
る
学
生
の
身
の
上
ま
で
考
え
る
余
裕
が

な
か
っ
た
こ
と
は
後
世
悪
口
の
も
と
と
な
っ
た
。
時
に
明
治
三
十
六

業
試
験
の
合
格
者
や
多
く
の
地
方
の
漢
方
医
出
身
の
医
師
と
は
、
同

、
、
、
、

じ
法
律
の
上
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
い
っ
た
、
官
尊
民
卑
の
思

想
よ
り
こ
の
医
師
会
法
案
事
件
は
起
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
闘
争
の
末
、
明
治
医
会
と
文
部
省
は
協
議
の
上
、
「
専

門
学
校
令
」
を
明
治
三
十
六
年
三
月
に
勅
令
と
し
て
出
し
、
泰
に
迫

っ
た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
文
科
系
の
学
校
に
は
黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
が
あ
れ

、
、
、
、
、
、

ぱ
大
学
昇
格
を
認
め
る
。
し
か
し
済
生
学
舎
だ
け
は
、
基
本
金
と
維

持
金
を
も
ち
な
さ
い
。
建
物
は
官
立
並
み
に
建
て
な
さ
い
。
教
員
は

文
部
省
の
お
気
に
入
り
を
傭
い
な
さ
い
。
病
院
を
建
て
て
学
生
の
充

、
、
、
、

分
な
臨
床
実
習
に
応
え
な
さ
い
。
そ
れ
も
一
年
以
内
に
実
行
し
な
け

、
、

れ
ぱ
廃
校
と
承
な
す
。
調
査
を
行
っ
て
不
備
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
廃

校
と
み
な
す
。
…
と
い
っ
た
済
生
学
舎
を
潰
す
た
め
の
厳
し
い
専
門

学
校
令
を
作
っ
て
長
谷
川
泰
を
苦
し
め
た
。

泰
は
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
退
き
、
人
知
れ
ず
苦
悩
し
抜
い
た
。
禅

の
道
（
仏
門
）
に
入
る
こ
と
す
ら
考
え
た
。
そ
の
結
果
の
廃
校
で
あ

ヲ

つ
0

年
八
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
学
生
五
百
余
名
が
石

川
清
忠
を
中
心
に
私
立
東
京
医
学
校
を
設
立
。
ま
た
桂
秀
馬
と
川
上

元
治
郎
は
一
部
の
学
生
の
救
済
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
山
根
正
次
が
引

き
受
け
て
日
本
医
学
校
と
名
づ
け
、
秘
書
の
磯
部
棯
藏
が
助
け
た
。

明
治
四
十
三
年
両
校
は
合
併
し
て
今
日
の
日
本
医
科
大
学
と
な
っ

た
。

（
日
本
医
科
大
学
）
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